
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
大
蔵
省
令
、
法
務
庁
令
、
厚
生
省
令
、
農
林
省
令
第
一
号
）
の

一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
資
産
の
部
の
区
分
）

（
資
産
の
部
の
区
分
）

第
八
十
一
条

（
略
）

第
八
十
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
産
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
も
の
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

３

次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
産
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
も
の
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

次
に
掲
げ
る
資
産

そ
の
他
固
定
資
産

四

次
に
掲
げ
る
資
産

そ
の
他
固
定
資
産

イ
〜
ホ

（
略
）

イ
〜
ホ

（
略
）

ヘ

繰
延
税
金
資
産
（
税
効
果
会
計
（
貸
借
対

照
表
に
計
上
さ
れ
て
い
る
資
産
及
び
負
債
の

金
額
と
課
税
所
得
の
計
算
の
結
果
算
定
さ
れ

た
資
産
及
び
負
債
の
金
額
と
の
間
に
差
異
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
差
異
に
係
る
法

人
税
等
（
法
人
税
、
地
方
法
人
税
、
住
民
税

及
び
事
業
税
（
利
益
に
関
連
す
る
金
額
を
課

税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
事
業
税
を
い
う
。）

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
金
額
を
適
切
に
期

間
配
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
税
引
前
当
期
剰

余
金
の
金
額
と
法
人
税
等
の
金
額
を
合
理
的

に
対
応
さ
せ
る
た
め
の
会
計
処
理
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）の
適
用
に
よ
り
資
産
と
し
て
計

上
さ
れ
る
金
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

ヘ

繰
延
税
金
資
産
（
税
効
果
会
計
（
貸
借
対

照
表
に
計
上
さ
れ
て
い
る
資
産
及
び
負
債
の

金
額
と
課
税
所
得
の
計
算
の
結
果
算
定
さ
れ

た
資
産
及
び
負
債
の
金
額
と
の
間
に
差
異
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
差
異
に
係
る
法

人
税
等
（
法
人
税
、住
民
税
及
び
事
業
税（
利

益
に
関
連
す
る
金
額
を
課
税
標
準
と
し
て
課

さ
れ
る
事
業
税
を
い
う
。）を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
金
額
を
適
切
に
期
間
配
分
す
る
こ
と

に
よ
り
、
税
引
前
当
期
剰
余
金
の
金
額
と
法

人
税
等
の
金
額
を
合
理
的
に
対
応
さ
せ
る
た

め
の
会
計
処
理
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
適

用
に
よ
り
資
産
と
し
て
計
上
さ
れ
る
金
額
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）

ト

（
略
）

ト

（
略
）

五

（
略
）

五

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）

（
負
債
の
部
の
区
分
）

（
負
債
の
部
の
区
分
）

第
八
十
二
条

（
略
）

第
八
十
二
条

（
略
）

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
負
債
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
も
の
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
負
債
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
も
の
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
負
債

流
動
負
債

一

次
に
掲
げ
る
負
債

流
動
負
債

イ
〜
ホ

（
略
）

イ
〜
ホ

（
略
）

令和年月日 水曜日 第号官 報

〇
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
四
号

消
費
生
活
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
号
）
第
三
十
一
条
の
九
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
四
日

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿





ヘ

未
払
法
人
税
等
（
法
人
税
等
の
未
払
額
を

い
う
。
次
号
ニ
に
お
い
て
同
じ
。）（
一
年
内

に
支
払
の
期
限
が
到
来
し
な
い
と
認
め
ら
れ

る
も
の
を
除
く
。）

ヘ

未
払
法
人
税
等
（
法
人
税
等
の
未
払
額
を

い
う
。）

ト
〜
ヲ

（
略
）

ト
〜
ヲ

（
略
）

二

次
に
掲
げ
る
負
債

固
定
負
債

二

次
に
掲
げ
る
負
債

固
定
負
債

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

ニ

長
期
未
払
法
人
税
等
（
未
払
法
人
税
等
の

う
ち
、
一
年
内
に
支
払
の
期
限
が
到
来
し
な

い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。）

（
新
設
）

ホ
〜
チ

（
略
）

ニ
〜
ト

（
略
）

（
税
等
）

（
税
等
）

第
九
十
九
条

（
略
）

第
九
十
九
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
際
最
低
課
税

額
（
法
人
税
法（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）

第
八
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
最
低

課
税
額
を
い
う
。）に
対
す
る
法
人
税
そ
の
他
当
該

国
際
最
低
課
税
額
に
関
連
す
る
金
額
を
課
税
標
準

と
し
て
課
さ
れ
る
租
税
（
以
下
「
国
際
最
低
課
税

額
に
対
す
る
法
人
税
等
」
と
い
う
。）の
金
額
が
あ

る
場
合
に
お
け
る
損
益
計
算
書
に
は
、
当
該
事
業

年
度
に
係
る
国
際
最
低
課
税
額
に
対
す
る
法
人
税

等
の
金
額
を
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
項
目
の
次

に
、
そ
の
内
容
を
示
す
名
称
を
付
し
た
項
目
（
次

項
及
び
次
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
国
際
最

低
課
税
額
項
目
」
と
い
う
。）を
も
つ
て
表
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

３

法
人
税
等
の
更
正
、
決
定
等
に
よ
る
納
付
税
額

又
は
還
付
税
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
項
第
一

号
に
掲
げ
る
項
目
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
国
際
最

低
課
税
額
項
目
を
も
つ
て
国
際
最
低
課
税
額
に
対

す
る
法
人
税
等
の
金
額
を
表
示
す
る
場
合
は
、
国

際
最
低
課
税
額
項
目
）
の
次
に
、
そ
の
内
容
を
示

す
名
称
を
付
し
た
項
目
を
も
つ
て
表
示
す
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
金
額
の
重
要
性
が

乏
し
い
場
合
は
、
同
号
に
掲
げ
る
項
目
又
は
国
際

最
低
課
税
額
項
目
の
金
額
に
含
め
て
表
示
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

法
人
税
等
の
更
正
、
決
定
等
に
よ
る
納
付
税
額

又
は
還
付
税
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
第
一
号

に
掲
げ
る
項
目
の
次
に
、
そ
の
内
容
を
示
す
名
称

を
付
し
た
項
目
を
も
つ
て
表
示
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
金
額
の
重
要
性
が
乏
し

い
場
合
は
、
同
号
に
掲
げ
る
項
目
の
金
額
に
含
め

て
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
当
期
剰
余
金
又
は
当
期
損
失
金
）

（
当
期
剰
余
金
又
は
当
期
損
失
金
）

第
百
条

第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計

額
か
ら
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計

額
を
減
じ
て
得
た
額
（
以
下
「
当
期
損
益
金
額
」

と
い
う
。）は
、
当
期
剰
余
金
と
し
て
表
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
条

第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計

額
か
ら
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計

額
を
減
じ
て
得
た
額
（
以
下
「
当
期
損
益
金
額
」

と
い
う
。）は
、
当
期
剰
余
金
と
し
て
表
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
（
同
項
た
だ

し
書
の
場
合
を
除
く
。）に
お
い
て
、
還
付
税
額

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
還
付
税
額

二

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
（
同
項
た
だ

し
書
の
場
合
を
除
く
。）に
お
い
て
、
還
付
税
額

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
還
付
税
額

三

前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
項
目
の
金
額

（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
業
年
度

に
係
る
国
際
最
低
課
税
額
に
対
す
る
法
人
税
等

の
金
額
を
国
際
最
低
課
税
額
項
目
を
も
つ
て
表

示
し
た
と
き
に
あ
つ
て
は
、
当
該
金
額
を
含

む
。）

三

前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
項
目
の
金
額

四

前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
（
同
項
た
だ

し
書
の
場
合
を
除
く
。）に
お
い
て
、
納
付
税
額

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
納
付
税
額

四

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
（
同
項
た
だ

し
書
の
場
合
を
除
く
。）に
お
い
て
、
納
付
税
額

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
納
付
税
額

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
注
記
の
区
分
）

（
注
記
の
区
分
）

第
百
九
条

注
記
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
に
区
分
し

て
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
九
条

注
記
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
に
区
分
し

て
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
十
六

（
略
）

一
〜
十
六

（
略
）

十
六
の
二

国
際
最
低
課
税
額
に
対
す
る
法
人
税

等
に
関
す
る
注
記

（
新
設
）

十
七

（
略
）

十
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
国
際
最
低
課
税
額
に
対
す
る
法
人
税
等
に
関
す

る
注
記
）

第
百
二
十
条
の
三

個
別
注
記
に
お
け
る
国
際
最
低

課
税
額
に
対
す
る
法
人
税
等
に
関
す
る
注
記
は
、

第
九
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
項
目
の
金

額
に
当
該
事
業
年
度
に
係
る
国
際
最
低
課
税
額
に

対
す
る
法
人
税
等
の
金
額
（
重
要
性
の
乏
し
い
も

の
を
除
く
。）を
含
め
て
表
示
す
る
場
合
に
お
け
る

当
該
金
額
と
す
る
。

（
新
設
）

２

連
結
注
記
に
お
け
る
国
際
最
低
課
税
額
に
対
す

る
法
人
税
等
に
関
す
る
注
記
は
、
第
九
十
九
条
第

一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
項
目
の
金
額
に
当
該
連
結

会
計
年
度
に
係
る
国
際
最
低
課
税
額
に
対
す
る
法

人
税
等
（
重
要
な
も
の
に
限
る
。）の
金
額
を
含
め

て
表
示
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
金
額
と
す
る
。

令和年月日 水曜日 第号官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
決
算
関
係
書
類
及
び
連
結
決
算

関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前

に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。




